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【背景・目的】近年食生活の変化から生活習慣病の若年化
がみられ子どもに対しての食育の重要性が注目されてい
る。私が小児看護学実習で受け持った患児は川崎病で入院
した 5 歳の女児で、野菜嫌いであり野菜に対しての関心も
薄かった。患児は川崎病のために、全身の血管の炎症がみ
られ、動脈硬化になるリスクが高いためバランスの良い食
事を心がけた生活習慣の確立が必要であった。本研究では、
学生が小児看護学実習で受持った患児に、遊びを通して実
施した食育について振り返り、発達と食育の 2 つの視点か
ら食育の効果的な方法や改善点について考察したので報
告する。 
 
【方法】研究デザイン：事例研究 
研究期間：平成 28 年 1 月 25 日～29 日（5 日間） 
研究対象：小児看護学実習で受持った 5 歳児 A さん 
研究方法：実習で実施した食育に関して A さんと家族の
反応を記述し、その効果と改善点について文献をもとに発
達と食育の 2 つの視点から考察する。 
倫理的配慮：実施した食育は事前に保護者や、受け持ち看
護師、教員の承諾を得て行い、個人の特定ができないよう
最大限注意し個人情報の流出・漏えいがないよう配慮した。 
食育の定義：生きる上での基本であって、知育・道徳・体
育の基礎となるものであり、様々な経験を通じて「食」に
関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活
を実践することができる人間を育てることである（内閣府） 
 
【結果】 
1． 事例紹介 
1） 基本情報 
＜A さん、5 歳、女児、川崎病＞ 
家族構成：両親、兄の 4 人家族 付き添いは母親 
治療方法：ガンマグロブリン大量点的療法、アスピリ 
ン内服（途中フロベンに変更）、ステロイド併用 
川崎病の症状：①高熱、②不定形型発心、③両側眼球
結膜炎、④頸部リンパ節腫脹ありイチゴ舌なし 
心エコー：冠動脈流なし 
受持ち時には症状は改善し、回復に向かっていた 
食事：病院食は 1～3 割程度の摂取、好き嫌いが多い 
   野菜はよく残し、唐揚げやお菓子、果物が好物 
2） 食育の実際 
 時間：平成 28 年 1 月 29 日（実習 5 日目）11 時から 
 場所：A さんのベッド上（大部屋だが患児一人のみ） 
 内容：患児の状態は安定していることを確認し、バイ 
タルサイン測定の後、患児と母親に了承を得て実施し 
た。学生が画用紙で作   
成した動物の絵と野 
菜のカード（写真 1） 
を用いて動物の前に 
野菜を置いてもらい  
「動物に食べてもら 
いましょう」と説明 
した。実施中は患児  写真 1．動物の絵と野菜カード 
自身が野菜を選んでもらえるような問いかけをするよ
うに心掛けすべての動物に対し野菜を配り終えたら患
児に感謝をのべ絵とカードをプレゼントした。患児の
好きな動物を吟味し患児が苦手な野菜を選択使用した。 
 
【考察】1.発達の視点から 
 A さんの主観的・客観的情報から学生が興味を持って食
育の説明を聞いてくれたことがわかった。二宮らは「幼児
期で 4～5 歳になると仲間との情緒的・社会的交流が盛ん
になり、遊びを通して、身体的・情緒的・社会的な発達を
遂げ、生活能力のすべてを獲得していく」1)と述べている。
A さんに対して学生と共同での遊びを取り入れたことで
発達が促進された。また大竹らは「5 歳児、6 歳児に対し
て遊びを提供する際のポイントとしては作りたいという
意欲が出るように、あらかじめ興味がでるものを置いてお
くこと」2)と述べている。紙媒体を用いた食育は Aさんに
とって視覚的な刺激が生じ、好きな動物を用いたことで興
味を持たせ、創作意欲を引き出せた。しかし食育終了後に
患児が野菜に対する興味・関心を抱いたかは不明である。 
2.食育の視点から 
 白木は「保護者自身の食生活が家庭における食育へも大
きく影響を及ぼすと考えられる。」3)と述べている。患児の
保護者である母親も共に考えてもらうことで食生活を見
直すきっかけとなることが期待できる。今回は母親からの
児の家庭での食生活に関する情報収集が不十分であった
ことは反省点であった。また、専門職連携の観点から栄養
士への相談やアドバイスを得られるとよかったのではな
いかと考える。 
 
【結論】 
１．児の発達段階を考慮した食育が大切である。 
２．視覚刺激を与えることや、患児の好きな遊びを取り入
れると患児の創作意欲を引き出せ効果的である。 
３．食育は保護者も対象とし、事前の家庭における食生活
の情報収集が重要である。 
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地域コミュニティにおける住民の主体形成
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【背景・目的】少子・超高齢化及び毎年一千人規模で人口
が減少する新潟県佐渡市において、現在、佐渡市・佐渡市
相川地区稲鯨（いなくじら）集落・新潟医療福祉大学社会
福祉学部・新潟 NPO 協会が協働し、佐渡市安全安心地域
推進事業（通称：福祉版コンパクトシティ事業）を実施し
ている。この事業は、国土交通省「小さな拠点」形成を核
とした「ふるさと集落生活圏」の形成の補助金対象事業と
なっており、平成 26 年度から 3 ヵ年間進められている。 
本研究事業の対象とした佐渡市相川地区稲鯨集落は、人
口約 580 人、約 250 世帯の漁村であり、高齢化率は約 36％
と高く、集落近郊には食料品・日用品等を買い物できる商
店や医療機関等がないため、高齢者にとっては極めて不便
な地域である。また、住民の健診率の低さや、住民のまと
まり意識（若者と長老との確執）に問題を抱えていること
が行政保健師から指摘され、近い将来、買い物難民や孤立
死等の発生が懸念されることから、住民による主体的、自
律的で持続可能な地域コミュニティ活性化のあり方を確
立すべく、研究に取り組むものである。 
 
【方法】1)ワークショップ及び参与観察 
当該事業をより効果的に進めるため、佐渡市関係者等に
よるキックオフ・ワークショップを実施、また、集落住民
により「私たちの稲鯨がこうなったらいいな」と題してワ
ークショップを実施した。「稲鯨の好きなところ&よいと
ころ探し」、「こんな稲鯨になったらいいな」とテーマを決
め、カードワークを行い、目指すべき方向性をファシリテ
ートし、得られた意見を集計・分析した。その結果を受け
て活動計画策定のワークショップを行い、活動場面での参
与観察を実施した。 
2)住民アンケート調査 
稲鯨集落全住民を対象に 2014（平成 26）年 11 月 23
日・24 日に質問紙による自記式調査を実施した。一部高
齢者等へは学生がインタビュー形式で記入した。質問紙の
配布と回収については、集落役員と新潟医療福祉大学社会
福祉学科 3 年生等の計 30 名により戸別訪問を行った。そ
の結果、対象者 581人に対して 480人から回答が得られ、
回収率は 82.6%と高かった。これらデータを分析した。 
 
【結果】ワークショップ及び住民アンケートにより、20
歳代の若者が「この地域に住み続けたい」という意識が低
いことや住民の約半数が「地域行事にほとんど参加しない」
「全く参加しない」ことなどが明らかになった。これらの
結果を踏まえて、①居場所づくりと野菜販売所の設置 ②
青年団・婦人会・子ども会による「チームい～なくじら」
の結成により、次の成果が得られた。 
1)集落内で世代間の交流や話し合う文化が定着した。 
2)若手が積極的に地域活動に参加するようになった。 
3)農園設置や盆まつりなど具体的な活動が生まれた。 
 
【考察】当該事業から住民の主体形成のためには次の要素
が重要であると考えられる。 
1)住民への情勢認識のための正確な情報開示 
 健診率の低さなど正確かつ客観的な情報を提示 
2)熱意あるリーダーの発掘と住民の支え 
 発掘と併せて次世代リーダーを育て、住民が支える。 
3)話し合い文化の創造 
 若い世代と長老世代の確執はどこでも起こりうる。話し 
合いによる相互理解を地域のルール（伝統）にする。 
4)住民参加の意識醸成 
 当該事業のプロセスを通し住民参加の重要性を再認識。 
5)「求めと必要と合意」 
ソーシャルワーク理論として Jonathan,Bradshaw の 
４つのニードを援用し、求め（住民ニード）＋必要（行政
職員の判断、ニード）＋合意（両者の合意）がうまくかみ
合ってこそ住民主体による事業が進む。 
6)黒子役に徹する行政職員 
 主体（主役）は住民、行政職員は黒子役であるが佐渡市 
相川支所職員の関与は特徴的である。 
7)褒める・称える・評価する大学研究者 
 よそ者（大学研究者等）の役割として、住民の主体的活 
動に対して褒める。称える・評価する姿勢を貫き、モチベ 
ーションを高め、更に次の段階に進める。 
 
【結論】結論として今後の展望と課題として次のことを述
べる。 
1)イベント中心の当該事業を事業目的である「医療・福
祉・介護」の連携のとれた安全・安心の地域づくり、具体
的には買い物弱者支援等の生活支援へシフトする。 
2)当該活動の持続可能な仕組みへの定着化。 
3)次世代の担い手の育成。 
4)住民主体による地域活性化のプロセス・手法の普遍化・ 
一般化。 
5)離島に対する「外の力」の発揮方法。 
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